
■自分の正体■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 538号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで「実現倶楽部」を中心に松村拓也の活動について、ほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. 先週の報告 

 

7/29(火)は、笑恵館で YS君とサイトリニューアルの打合せ。 

7/30(水)と 8/01(金) 8/04(月)は、メゾンふきに籠ってサイト更新作業。 

7/31(木)は、日楽庵にふきの庭倶楽部 CO さんが、友人の ST さんをお連れになり、一宮庵倶楽部設立に向け女

将と作戦会議。 

8/02(土)は、母の 92 歳誕生日で、一昨年見に行って以来長岡花火をテレビで一緒に見るのが恒例になってます。 

正三尺玉を観るうちに、是非一度四尺玉を見たくなり、9/12 新潟小千谷の「片貝まつり」に行くことを決意し

ました。 

8/03(日)は、一宮庵でサイト構築の作戦会議、笑恵館サイトのリニューアルに合わせて、スタイルを統一するこ

とで盛り上がりました。。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のお誘い 

 

【凡例】★：実現倶楽部の無料イベント 

◎：一般参加歓迎 

〇：作業してますが、面談歓迎です 

×：所用のため不在です 

    上記以外の時間帯は、24時間営業ですので、いつでも気軽にお問合せ下さい。 

 

（火）08/05営業日 

10-11時 ★笑恵館・無料相談会_毎火（砧） 



12-15時 ×KITAKEN大入庵打合せ（千川） 

（水）08/06営業日 

   09-16時 ◎ふきの庭・見学説明会＠_毎水金日（東矢口） 

16-19時 ◎ふきの庭・庭いじり研究会_1水（東矢口） 

 19-21時 ★zoom・MTG_毎水金日（募集中） 

（木）08/07営業日 

10-12時 ★笑恵館・無料相談会（砧） 

12-15時 ★日楽庵・作業＆母見守り_毎木（上祖師谷） 

 15-17時 ★一宮庵・無料相談会_毎木（成城） 

（金）08/08営業日 

   09-17時 ◎ふきの庭・見学説明会＠_毎水金日（東矢口） 

 19-21時 ★zoom・MTG_毎水金日（募集中） 

（土）08/09営業日 

09-17時 ★笑恵館・無料相談会_毎土（砧） 

18-21時 ★日楽庵・作業＆母誕生日（上祖師谷） 

（日）08/10営業日 

   09-17時 ◎ふきの庭・見学説明会＠_毎水金日（東矢口） 

 19-21時 ★zoom・MTG_毎水金日（募集中） 

（月）08/11営業日 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 実現ブログより：自分の正体 

 

「笑恵館」のwebサイトを 12年ぶりにリニューアルするため、試作サイトと格闘するうちに、今度は「一宮庵

（いっくあん）」のサイトリニューアルの相談を受け、急に忙しくなってきた。 

だが、この 2事業は「ふきの庭」「名栗の森」とともに、LR（日本土地資源協会）を代表する事業なので、新た

な全体像を構築する絶好の機会と捉え、４サイトまとめて夢中になっている。 

「ふく【複】」には、「1.二重になっている。二つ以上からなる。」と「2.もう一度する。ふたたびする。」の複数

の意味があり、「ふく‐すう【複数】」は、「1.数が二つ以上であること。」と「2.インド‐ヨーロッパ語などの文

法で、人や事物の数が二つ以上であることを示す語形。」を意味する言葉（⇔単数）。 

継続するための仲間づくりに取り組む僕にとって、これは極めて重要なキーワードだと気が付いた。 

そもそも「複数」こそが継続的存在状態を指し、「単数」はその構成要素を抽出したに過ぎないのかもしれない。 

そこで今日は、僕が日々取り組んでいる複数に関する作業を「集約と展開」と名付け、話を始めよう。 

・ 

「複数」とほぼ同義の「マルチ」は英語の接頭語「multi-（マルチ）」に由来するようだが、「multiple」が意味

する「倍数」が、「複」と同様に反復を意味するのも興味深い。 

「マルチタスク」とは、短時間で切り替えながら複数の作業を行なうことで、もちろん「集約と展開」にも必

要な能力だが、僕の目指す「集約と展開」は、複数の作業が複合することで生まれる全体像を指している。 



例えば、笑恵館と一宮庵は全く別の事業なので、web サイトの内容も異なるが、そこには明らかに機能上だけ

でなく、内容的な共通点が存在する。 

こうした複数の取組の共通点と相違点を模索する「集約と展開」を経ることで、それらの全体像が次第に見え

てくる。 

もしもこれら 4 件の共通点が見いだされ、それが他に類を見ないなら、それこそがこれら 4 件の独自性、つま

り僕の取組の独自性となる訳だ。 

・ 

「共通と相違」つまり「同じと違い」について、もう少し考えてみよう。 

そもそもこの両者は、相互を必要とする対義語で、同じとは違わないことであり、違いとは同じでないことを

指す。 

例えば、この4件の事業は全てが土地を所有している点で同じだが、その土地は全てが異なる点で違っている。 

全ての人間は違う人格だが、それは同じ人間だからであり、そこには犬や猫は含まれない。 

一つの事象には、必ず共通点と相違点があり、共通点が全体で相違点が個を意味しているに過ぎず、先ほどの

人間を動物と言い換えれば、そこには犬も猫も含まれる。 

したがって、共通点を探すということは、それが「何(what)か」を探していることと同じことだ。 

こうして、4 つの事業の共通点を見出しにして、その内容に相違点を記載すれば、全てが同じ見出しで説明でき

るようになり、それら全体を眺めた時に、全体像が見えるだろう。 

・ 

こうして見えてきた全体像とは、これらの見出しに個別の内容を記載するのでなく、網羅的もしくは抽象的な

説明を記載することになる。 

それが、これらの事業を繋ぐ LR（日本土地資源協会）の webサイトになるはずだ。 

さらに言えば、この LR は僕の関わる複数事業に含まれる単数であって、それらの共通点を網羅する全体像が

「実現倶楽部」という訳だ。 

土地資源に関する様々な相談事を LRの素に集約するように、何かの実現やチャレンジに関するすべての相談を

「実現倶楽部」に集約しようと考えた。 

こうすることによって、自己紹介できない何でも屋から、しっかり自己紹介できる何でも屋に変身したいと目

論んでいる。 

・ 

こうして僕がたどり着いた他に類を見ない独自性は「地主の起業」かもしれない。 

大谷翔平の「二刀流」に関しては、大勢の人たちが熱く語り合いながらほぼ合意に至っているが、松村拓也の

「地主の起業」については、世界の片隅で本人 1人がつぶやいてるに過ぎない。 

でも、僕にとっての「地主の起業」は、大谷翔平にとっての「二刀流」とほぼ同じ価値を持つ。 

この言葉の元にすべてを「集約」することで、今度はすべての人を「地主」に導く「展開」を思いついた。 

そして、そのために僕は「地主の学校」を執筆し、これを世に問うことにした。 

僕の目に映るすべての問題は、「地主の起業」に集約され、みんなを地主にすることで世界に展開することが僕

と世界の関係だ。 

こんな話に付き合わされた貴方は、いい迷惑だったかもしれないが、その苦情や反論は全てお引き受けしたい

と思う。 

 

https://nanoni.co.jp/250804-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 

4. 居場所・連絡先 

 

松村拓也 メール takuya@nanoni.co.jp 

     携帯 090-9830-3669 

 

■拠点 

一宮庵  東京都世田谷区成城 6-22-7 

火曜   https://ikkuan.com/ 

笑恵館  東京都世田谷区砧 6-27-19  

木・土曜 http://shokeikan.com/ 

ふきの庭 東京都大田区東矢口 1-10−8 

上記以外 http://fuki.land-resource.org/ 

 

■主な所属法人: 

取締役  (株)なのに http://nanoni.co.jp/ 

取締役  (株)KITAKEN 

代表理事 (一社)日本土地資源協会 http://land-resource.org/ 

監事   (一社)ワンフォーワン https://oneforwan.org/ 

監事   (一財)八島花文化財団 https://yatsushimahana.com/ 

監事   (特非)外浦の未来をつくる会 https://www.facebook.com/sotouranomirai 

監事   (特非)えん https://www.act-en.org/ 

 

■地主の学校・販売中 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


